
宮崎県地域づくりネットワーク協議会 令和元年度地域課題解決モデル事業 



目的 
防災をテーマとした世代間交流事業の実施 

南海トラフ地震の可能性が高まっている中、各地域の中で必要になって
くるのは防災対策の認識と世代間の交流であると感じる。 

 「防災」という誰にでも関係するひとつのテーマに沿って、地域を構          
成する多世代多職種の方と、意見を交換しながら考えてもらう。 

同時に、各世代間のギャップ等も認識していきながら交流を深めていく。 

 

経緯 



  クロスロードとは？ 

「クロスロード」は、災害対応のジレンマを伝承する防災カードゲームとして、
２４年前の阪神淡路大震災に関わった方々の体験談から生まれる。 

震災後インタビュー研究の成果物「クロスロード」 

■「クロスロード（CROSSROAD）」 

      ①進路を決すべき「岐路」「分かれ道」 

      ②人と人が出会う場所、活動場所 

 

開発者：矢守克也(京都大学) 

     吉川肇子(慶応義塾大学)網代剛(ゲームクリエーター) 
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※京都大学生協で販売 
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「クロスロード」の役割 
 
 

●伝える    ➡ 誰もが遭遇するかもしれない・・・答えのないピンチ 
 

             ジレンマ（＝困った・迷った）を伝え・考える  
                                ⇒ 「私だったらどうする！？」 
 
 

●共有する ➡ 世の中には色々な人がいて･･･ 
 

             多様な考え方・価値観がある ⇒ 「そんな考え方もあるのか！」 
 
 

●吐き出す  ➡  心に抱え込む色々な想いや経験があって･･･ 
            

            様々な経験と教訓の伝承ができる ⇒ 「こんなことがあった！」   
 
 

 



•熊本市での防災クロスロードを体験 

 

•新富町、川南町、都農町の各町役場と連
携し参加者を募る。 

 

•熊本県より研究会所属の講師を招き、各
町の会場にて「防災クロスロードゲーム」
を実施。 

 

•終了後には参加者にアンケート等を実施
し次年度の事業へとつなげていく。 

     事業の流れ 



■川南会場 



■新富会場 



■都農会場 



■アンケート  

 
Q：またこの勉強会があったら参加したいか？ 

 
＜新富会場＞ 回答者２０名 

①ぜひ開催されれば参加したい 55.0％ 

②自分達も開きたい・広めたい 40.0％ 

 

＜川南会場＞ 回答者２０名 

①自分達も開きたい・広めたい 50.0％ 

②ぜひ開催されれば参加したい 35.0％ 

 

＜都農会場＞ 回答者２３名 

①ぜひ開催されれば参加したい 52.2％ 

②自分達も開きたい・広めたい 34.8％ 

 

 

 

 

 



＜評価＞ 
目的である誰にでも共通して備える必要がある防災をテーマにした世代間交流は、とて
も意義のあるものだった。 

家族で参加されてる方は、同じ家庭の中でも親子で考え方の違いを知ったり、 

経験や環境の差がある人同士が、相手の立場にたって考えた判断結果が正反対に分か
れたり 

少数派の意見だと思っていたが、話してみると賛同を得たり 

 

自分とは違う 判断、思考、経歴、価値観をもつ人たちで 家族や組織、地域が構成され
ていることを知り、 

特に不測の事態が起きた時は普段からのコミュニケーションがとても大事なことを学んだ。 

 

今回の参加者の中から自発的に、今後今回の防災クロスロードをツールとし、このような
機会を企画したいという声も多くきかれた。ぜひ次年度の実現にむけて繋げていきたい。 

 

 

 


